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Development of the Lesson Plan Through NIE in University Geography Education: 








This paper explores using Newspaper in Education (NIE) to develop a theoretical hypothesis of how 
active-learning instructional methods can be applied to natural geography education at the university 
level. The lesson model is based upon the unit “The Rebirth of Seto Inland Sea”, which appeared in 
the Chugoku Shimbun. Through examination of the outcomes of the active-learning instructional 



























































































































事象や課題 知る わかる 生きる・つくる 































































































表５ 連載「海に聞く 瀬戸内再生」（中国新聞）の記事一覧 
第１部 痩せる漁場 連載（2016年 12月 9日～26日） 
①付かぬ色 周防灘 ノリの不作深刻   ②入会の苦悩 不漁続き 強まる摩擦 
③ガザミの浜は 干拓の代償 藻場消失  ④カキ変調 餌不足 しぼむ生産量 
⑤山波の州 アサリ減少 完全禁漁に   ⑥「磯焼け」じわり 海底に異変 漂う浮泥 
⑦トラフグどこに はえ縄発祥の島衰退  ⑧規制の行方 豊かな海へどう転換 
第２部 小さな脅威 連載（2017年 1月 30日～2月 4日） 
①広島湾で マイクロプラ 波に漂う   ②懸念 有害物質の「運び屋」 
③名もなき浜 押し寄せる漂着ごみ    ④コストの壁 養殖資材 流出防げず 
⑤「見えないごみ」海底に堆積 回収困難 ⑥プラスチック時代 微粒子ビーズ禁止拡大 欧米中心 
第３部 分断の果て 連載（2017年 2月 20日～25日） 
①黒い水底 ヘドロ沖合に広がる 河口堰影響も ②海底湧水 細る「見えない栄養源」 
③戻らぬ海砂 採取で壊された生態系   ④垂直護岸 貧酸素 海底は死の世界 
⑤人工の是非 天然干潟 再現難しく   ⑥山へ 取り戻す栄養の循環 
第４部 酸性化の足音 連載（2017年 3月 19日～21日） 
㊤下がる pH大気中の CO2増加影響 生態系への打撃懸念 
㊥懸念 貝類すめなくなる環境も     ㊦模索 藻場の新たな価値に光 
第５部 カキの未来は 
 米国編 連載（2017年 4月 23日～27日） 
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①大量死 幼生むしばむ酸性化 専門家も驚く進行度 
②酸性化の要因 CO2含む海水 深部から湧昇 
③動きだす対策 西海岸全域に拡大 国またぎデータ共有 
④海藻の助け CO2削減へコンブ養殖  ⑤市民参加 収穫体験で関心高める 環境団体自ら養殖場 
フランス編 連載（2017月 4月 29日～5月 3日） 
①共同研究 地中海・広島湾タッグ アマモの力比較検証 
②危機再び 貧栄養化で成育不良か    ③保護 藻場に託す環境回復 
④エコ養殖 「脱プラ」業者が率先    ⑤地域で守る 環境と養殖 共存模索 
第６部 改正瀬戸内法の現実 連載（2017年 6月 1日～5日） 
①クロダイの警告 栽培放流で繁殖 カキ餌食に 
②水質管理 汚水処理場の緩和運転 広がり限定  ③地域の力  環境活動の継続模索 
④環境教育 「海離れ」 地域で危機感共有を   ⑤湾灘ごとに 湾灘協議会の設置３県だけ 
第７部 次代につなぐ 連載（2017年 6月 13日～19日） 
①英虞湾の挑戦 干拓地を干潟に再生   ②量から質へ 利益保ちカキの養殖量減らす 
③横浜方式 CO2削減に「海藻の力」  ④エコラベル 乱獲防ぐ漁法を評価 東京五輪が追い風に 
⑤ブランド化 魚の資源管理 前面に   ⑥連携のかたち 藻場再生へ企業の力 
第８部 転換の時 連載（2017年 6月 22日～27日） 
①水質 発想改め貧栄養防げ       ②海ごみ プラ汚染 予防を柱に 
③酸性化 データ収集 対策急務     ④干潟・藻場 脱温暖化へ再生重要 
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